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本稿では，今年度，品川キャンパス第１学年 4 クラス（169 名）・同第２学年 4 クラス（150 名）を対象に英語運用能
力テストとして実施した GTEC〈Global Test of English Communication for Students〉（以下 GTEC）2の結果を分析
し3, 今後の本校の低学年における英語教育を展望したい． 




GTEC は 4 つのレベル（Junior, Core, Basic, Advanced）に分けられているが，その中で，第１学年には Core を，
第２学年には Basic をそれぞれ実施した．Core において用いられる英語のレベルは中学校 2 年と 3 年，Basic は高校 1
年と 2 年の英語のレベルに設定されている．今回，本校で実施した GTEC の学年別の校内平均，クラス別平均，全国平
均は次の表のようになっている． 
 
                                                         
1 東京都立産業技術高等専門学校 ものづくり工学科 一般科目 






     The first and second year students in Shinagawa campus of Tokyo Metropolitan College of 
Industrial Technology took the Global Test of English Communication (GTEC) for the student as a 
proficiency test for the first time this year.  This article investigates the results of the tests as to 
reading, listening and writing.  The results show that their knowledge of words, especially verbs and 
prepositions, is insufficient.  Therefore, they need to enrich their vocabulary.  Additionally, we 
should teach them the skills for reading, like scanning and skimming.  Although their scores are not 




第 1 学年 
 校内 1100 1200 1300 1400 高 1 全国 
トータル 316.8 311.4 312.9 314.7 315.1 408 
リーディング 111.9 111.3 110.5 112.2 113.6 151 
リスニング 124.8 132.1 125.0 117.8 124.2 155 
ライティング 80.1 81.1 77.5 84.8 77.3 101 
WPM 47.7 48.2 46.5 47.2 49.0 68 
 
第 2 学年 
 校内 2100 2200 2300 2400 高 2 全国 
トータル 343.9 336.1 309.0 354.1 361.6 445 
リーディング 135.6 132.9 119.1 138.2 154.1 168 
リスニング 134.5 130.7 128.6 137.1 138.9 172 
ライティング 73.9 72.5 61.4 78.9 77.6 105 
WPM 59.2 57.9 51.6 58.9 65.0 78 






考の段階は「①知識 ②理解 ③応用 ④ 分析 ⑤統合 ⑥評価」の６つに分けられ，これが①から⑥へと階層構造
をなしている．つまり，①の「知識」を土台として②「理解」へ進み，そして③「応用」へと繋がっていくのである．
つまり，Input に当たる「知識」が基礎となり，Output の「応用」が形成される．この考えを英語の 4 技能に当てはめ
ると Input に当てはまるのが「読む・聞く」であり，Output に当てはまるのが「書く・話す」である．上記の考え方
に沿って，次のような図が提案されている． 
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2． Core の分析結果 
第 1 学年が受験した Core テストについて，本校の平均と全国平均（高校 1 年生の 3 年間分）の結果は Table 1 のよ
うになっている． 
 Table 1 
 
Table 1 を見ると，リーディングもリスニングも，本校学生は全国平均より 30～40 点ほど下回っている．リーディン
グとリスニングを比較すると，リスニングの方がわずかだが高いといえる．全国平均と比較して，リーディングよりも
リスニングスコアの成績差が尐なくなっている要因としては，必修科目「コミュニケーション・スキルズⅠ」の授業の




























 次に，Table 2 の結果から分かることは，文章の内容把握力の弱さである．これが「短文概要把握問題」と「要点理
解問題」の正答率に表れている．この結果の要因としては，英語を読むために必要な語彙力が不十分であることと，特
に，上で述べた動詞の理解不足により文章の内容を的確に捉えられていないことが挙げられる． 









 リーディングスコア（正答率（％）） リスニングスコア（正答率（％）） 
本校学生 111.9  (70.0) 124.8  (73.4) 
全国平均 151  (88.9) 155  (91.2) 
「語彙語法問題」 「情報検索・概要把握問題」 「要点理解問題」 
「図・絵の理解」 「短文概要把握」 
66.6 82.5 50.6 54.7 




また別の角度から見ると，本校学生の GTEC でのトータルスコアの平均は 316.8 であり，中学 1 年生～高校 3 年生ま
での全国平均と比較すると，中学 2 年生に近いスコアとなっている．この点から分析すると本校学生の 1 年生の語彙力
は中学 2 年生と同程度ということになる．英語力を伸ばすためには，この点を最も改善しなければならない． 
 
3．Basic の分析結果 





Table 3 を見ると，本校の平均は全国平均より 30～40 点ほど下回っている．第 2 学年においては，第 1 学年の結果と
は逆に，リスニング能力よりもリーディング能力の方が全国平均との差は尐ない． 
リーディング能力に関して，はじめで述べたように 3 つの問題内容に分けられている．そして，2 つ目の「情報検索・
概要把握問題」の内容は，Core のものよりも尐し長い英文で書かれたチラシを見て，その内容に関する問題に答える



























 リーディングスコア（正答率（％）） リスニングスコア（正答率（％）） 
本校学生 135.6  (36.5) 134.5 (44.8) 
全国平均 168 (41.2) 172   (50.2) 
「語彙語法問題」 「情報検索・概要把握問題」 「要点理解問題」 
「短文概要把握」 「図・絵の理解」 
40.4 35.8 36.3 32.8 
 3．まとめ 
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